
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

令

和

四

年

十

一

月

岡

山

県

議

会

定

例

会

の

招

集

財

政

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

室

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

退

任

届

耕

地

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

公

営

企

業

に

従

事

す

る

企

業

職

員

の

給

総

務

企

画

課

与

の

額

及

び

支

給

方

法

に

関

す

る

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

程

（

県

例

規

集

登

載

）

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和４年１１月２２日 第１２４５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号 

 

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
岡
山
県
議
会
定
例
会
を
岡
山
市
に
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 
 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 
 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

有
限
会
社
エ
ス
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス 

ハ
ー
ト
フ
ル
介
護
セ
ン
タ
ー 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
二
二
一
番
地
四 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

有
限
会
社
エ
ス
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
二
二
一
番
地
四 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
二
四
〇
〇
二
二
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 

 
 

 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



〔
五
六
八
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

鏡
野
町
小
田
土
地
改
良
区 

二 

退
任
清
算
人 

 
 

 

退
任
清
算
人
氏
名 

 
 

 

住 
 

所 

 
 

松
本 

吉
則 

 
 

 
 

苫
田
郡
鏡
野
町
馬
場
一
四
〇 

 
 

正
影 

博
一 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

小
座
六
五
四 

 
 

池
田 

洋
次 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

一
三
四
二
―
二 

 
 

本
山 

紘
司 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

一
四
三
八
―
一 

 
 

居
森 

啓
吉 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

上
森
原
三
二 

 
 

居
森 

照
美 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

下
森
原
一
四
四 

 
 

髙
田 

新
一 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

上
森
原
四
八
〇 

 
 

田
渕 

卓
也 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

塚
谷
九
七
五 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



〔
五
六
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
門
田
字
浅
尾
五
五
八
―
一
、
五
七
一
―
四 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
門
田
五
七
五 

村
木 

由
紀 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
九
号 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



〔
五
七
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
三
須
字
才
ノ
神
一
二
三
〇
―
三
、
一
二
三
〇
―
四 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
井
尻
野
一
四
三
―
二
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
Ｂ
二
〇
一
号
室 

松
本
兼
太
朗 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
八
月
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
八
号 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



〔
五
七
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
金
井
戸
字
渕
ヶ
添
三
四
四
―
一
、
三
四
五
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
田
中
六
一
六
―
八
カ
シ
オ
ペ
ア
一
〇
一 

青
野 

皓
氣 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
八
四
号 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



〔
五
七
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
尾
越
四
七
九
七
―
四
、
四
八
〇
〇
―
八
、
四
八
〇
〇
―
一
〇
、
四
八
〇
〇

―
一
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
二
五
四
―
一
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
Ｂ
一
〇
三 

鳥
越 

洸
介 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
九
月
十
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
七
号 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



〔
五
七
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
尾
越
四
七
九
七
―
四
、
四
八
〇
〇
―
八
、
四
八
〇
〇
―
一
〇
、
四
八
〇
〇

―
一
一 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

下
水
道 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
二
五
四
―
一
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
Ｂ
一
〇
三 

鳥
越 

洸
介 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
九
月
十
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
七
号 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
八
号 

 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 
 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者 

 

片 
 

山 
 

誠 
 

一 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程 

 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十

九
年
岡
山
県
営
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
及
び
第
七
項
」
を
「
並
び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
九
項

を
第
十
項
と
し
、
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

８ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
伝
染
病
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
は
、
職
員

が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
し
た
と
き
に
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
当
該
作
業
に
従
事
し

た
日
一
日
に
つ
き
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
支
給
す
る
。 

 
 

一 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
家
畜
の
と
殺
、
家
畜
の
死
体
の
焼
却
若
し
く
は
埋
却
又
は
畜

舎
等
の
消
毒
の
作
業 

三
百
八
十
円 

 
 

二 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
又
は
汚
染
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
物
件

の
処
理
の
作
業 

二
百
九
十
円 

 

附
則
第
八
項
中
「
第
四
条
第
七
項
」
の
下
に
「
及
び
第
八
項
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事

す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）

の
規
定
は
、
令
和
四
年
十
一
月
四
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

（
給
与
の
内
払
） 

２ 

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
公

営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。 

令和４年１１月２２日　岡山県公報　第１２４５０号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
十
五
号 

 

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
四
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

 

表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中 

  

    

    

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
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